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２１世紀社会デザインとことばの力　　第12回
2008年7月15日　前期最終回
サブﾌﾟﾗｲﾑと経済危機

資料・朝日新聞

これは、アメリカのサブプライム問題がどんどん大きくなって、大変な危機が起こるのでアメリカ政府が相当の融資を準備しているという新聞記事です。
資料・ニューズウィーク

これも　サブプライム問題が非常に深刻な問題であるということを丹念にやっています。

資料・週刊現代
現在は、１９２０年代から３０年代にかけての金融恐慌に近い状態になっているということを

わりと詳しく、やっています。たとえば　サブプライムがもとでアメリカでは１０万人以上の首切りが起きている。アメリカはすでに恐慌に入って、株価が暴落して、これからは「失われた２０年になるであろう」と、言っています、

世界の金融市場の中で、資金を調達できるのは日本のマーケットである。そのため、しばらくは、日本のマネーが、世界を支えるという予測を立てていますが、当たるかどうかわかりません。僕は必ずしもそう思っていません。
富裕層とワーキングプアーズの２極化がさらに進むとも、言っています。
本の紹介

ソロス

このような問題に対して、実はソロスが予測をしていました。ソロスは、２０世紀最大の投資家です。その使い切れないお金で、今何をしているかというと、Open Society Institute (OSI)　「開かれた社会」になるための行動を始めたと書いてあります。

ワシントン　コンセンサスと小泉改革
ソロスの考え方は、カール・ポパーに影響を受けている。ソロスが創設したオープンソサエティ研究所は、ポパーの上下２巻に及ぶ著書『開かれた社会とその敵』にちなんで名付けられている
本の紹介

ﾎﾟﾊﾟｰ

開かれた社会とその敵

ソロスは､｢ﾎﾟﾊﾟｰは、ハンガリーの社会主義政権と、ナチス政権と、そのうしろにいるロシア政権が本質的に同じであるという認識をさせてくれた。これらの政権は一つの共通点をもっている。自らの見解を暴力的に行使した。」と、言っています。
クローズドの社会、ナチスにしても、ロシア、ソ連の共産主義にしても、それは「リーダーたちが絶対的な真理を知っているとして、それに基づいた青写真のもとに　理想社会を築き、そのリーダーに、国民すべてが従う」という構造なわけです。
本の紹介

ハイエク

同じようなことをこのハイエクがいっています。現代社会を支配した右と左が、実は、同じ社会であるとも言っています。そういう主張は、その時代は必ずしも受け入れられなかったんです。１９４０年代の後半、米ソが一体になって日独伊と戦争する関係になって、ヨーロッパでは、「ソ連は味方」という雰囲気がでてきます。特に文化人の間では、強く深層的にでて、戦後もそういう状況が続くわけです。
ハイエクとポパーは、常に強行に自分達の考えを主張します。ある時代　この二人には反共知識人のレッテルを張られ、評判が悪くなります。
ところが５０年代からハンガリー動乱とかが起きて、ソ連がどんどん帝国主義的な姿をむき出しにしてきます。ペレストロイカの時代になって、情報公開の流れになり、その流れの中で、スターリン時代のソ連がどれほどひどい社会だったかということが次々と明るみに出てきて、ハイエクとポパーが正しかったということがわかるわけです。



新自由主義

社会現象だけじゃなくて、経済的にもこの二人がロシア共産党以後の世界を予言者的に見抜いていたとして、評価され、「新自由主義」といわれる潮流が世の中を風靡する時代が生まれるわけです。
レーガン・小泉・サッチャーという人たちが一斉に動き出してくる時代です。特にサッチャーは自分の政策の基本を彼等からとったということをはっきり言っているわけです。
この新自由主義、グローバルな地球支配というのは、レーガン、サッチャーのあたりから世界中ではじまるわけです。それは、neo　liberalism、ネオリベラリズムといい、市場原理主義の経済思想に基づく、自由市場、均衡財政・福祉および公共サービスの縮小・公営企業民営化・経済の対外開放・規制緩和による競争促進、情報公開、知的所有権などの枠組みの中で、個々人の自由と能力とかが発揮されることです。

　　　　　　　　　　日本の状況
それまでの日本というのは、実はそういう活動そのものを規制するものがあったわけです。

そういうものを可能な限りとりはらって、各人の自由に任せれば、いちばんいい経済状態が生まれて、国民が幸せになるという発想です。
国家は、社会福祉の大きな領域から撤退して、規制は緩和し、民営化を進める。国際的な側面では、市場の自由化と、その制度そのものを目指すような国際的機関、国際通貨基金、世界銀行、世界貿易機構WTO 、IMFなどの働きをできるだけ強める。国家の上にそういう巨大な体制がのるわけです。アメリカ政府や国際機関がワシントンに活動場所をおいているので、ワシントン　コンセンサスという言葉でその全体をさすようになったわけです。
ある時代までは、世界は、個別国家の集合体で、それぞれの国家の枠内で主権をもち、違う制度をお互いに持って、その制度のずれは、具体的なケースにおいて調整する歴史をたどってきました。

けれども、国際機関が　一国の主権の上に置かれて、(1)財政赤字の是正、(2)補助金カットなど財政支出の変更、(3)税制改革、(4)金利の自由化、(5)競争力ある為替レート、(6)貿易の自由化、(7)直接投資の受け入れ促進、(8)国営企業の民営化、(9)規制緩和、(10)所有権法の確立――などのグローバルなシステムを作る状況にどんどん変わったわけです。
　　　　　　　　　　　　ポパー
ポパーは、「究極の真理とか、絶対の真理には、何人も近づくことがない。」「完全な社会などは達成不可能である。」「限りなく改善していくことができる社会、これを開かれた社会といい、全体主義はその敵である。」「完全さを目指そうとすると間違う。常に次善のものを求める。次善のものを求めつつ　限りなく改めることを続ける中でこそ実現されていく」といいます。

この本の頭のところで、「開かれた社会」と「そうではない社会」を対比的に描いています。

ペリクレス時代のアテネを開かれた社会の例として「政策を立案するのは少数のもののみであるが、それを判断することができるのは、我々全てができる」とし、それに対して、「賢者が指導し、無知なものは従うべきであるというプラトンこそが、今日の全体主義思想の根源である」と閉じられた社会をいっています。
　　　　　　　　

ﾎﾟﾊﾟｰは、プラトン的なものを「ユートピア工学」と名づけて、理想的な指導者が理想的な青写真をもって実現すること、絶対に間違いがない指導者国家というのは、実現不可能である。ユートピア工学は　いかにももっともらしい社会を目指すようで実際には地獄の社会になってしまうとし、提案したのが「ピースミール工学」です。
理想的な青写真をもってそのとおりに作るのではなくて､試みにやって、うまくいかなければそれを手直しする。そういう連続のうえに漸近線としてよりよい社会に近づくことしか可能なものはないということです。
　　ソロス

ハイエクは、国家の干渉というものを徹底的に嫌った人です。ソロスは、そのあたりのこと、問題にしているわけです。「市場原理主義的な社会が、いい社会をもたらすか」ということです。
資本を自由移動し、グローバル経済金融資本に特権的な地位を与える新自由主義の原則がもたらす「とんでもないこと」がある。そこを抑えないと、ビッグビジネスと政府の癒着などが起きると。

自由とか民主主義とか、新自由主義の原理を求めていくと、資本主義的には経済的な成功を収めることができる。私的な利益の追求の上にはこの上なく、適しているが、共通の利益・公共の利益がそれ以上に、常に保護しなければならない。それが、市場原理主義的な方向を目指していくと失われてしまう。グローバル市場の拡大で、国家の力が減退していると。



ＥＵの現在

番組紹介

クローズアップ現代　７月１４日（月）放送
小国の“反乱”　　～欧州からの報告～
EUが必ずしもうまくいってないという番組でした。

いま　地球全体が、ＥＵとか、アメリカとか中国の巨大国家、巨大経済圏によって分割されつつあります。EUは、どんどん大きくなったけれど政治的に不安定になってきています。
EUの憲法を新しくする憲章　リスボン条約は、１カ国でも反対すれば、批准しなければ通らないことになっています。アイルランドがこれを国民投票で、否認してしまった。小さな国の反対投票で、この先EUがどうなるかよく分からない事が起きている。
第一次大戦の後に、これに近い事態が起きた。それは、オーストリア、ハンガリーの二重帝国の二人の皇帝が、ヨーロッパの大部分を支配するという事態です。
その時、公用語は１１あって、ハイエクは、その現場にいたわけです。彼は、多国籍軍に従軍し、大帝国がナショナリズムの衝突で、崩壊するという過程を見たのです。

そのことが、彼の思想を作る上で、大きな影響を与えたと言っています。
本の紹介

隷従への道

ﾊｲｴｸ
